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☆対柘ホ県紫n事・3ダム訴訟・控訴審

(平成23年(行 コ)第 169号)東京高裁第4民事部

今後の期 日は  2012年 1月 21日 (月 )15:00～ 16:00

2013年 3月 11日 (月 )13:10～ 14:10

5月 16日 (木)15:OO～ 16iOO

ズオ■β鶏議士だ′多

僣ォ・″ダム     ′θ″″″β2遊癌協議の議況》

東京高等裁判所第 4民事部・弁論準備

2012年 10月 22日 午後 3時～ 3時 55分・ 16階 ラウン ドテーブル

2 出席者

裁判所一小池裕裁判長・浅見左陪席

控訴人一本人 :高橋信正、高橋比呂志

代理人 :大木、高橋、若狭、服部、野崎、

関係者 :嶋津

被控訴人一代理人 :谷田、船田、白井、平野、その他職員 3名

3 内容

に)提 出書面等

控訴人 :準備書面 6及び 7陳述。証拠甲C90～ 103提出

被控訴人 :意見書 (国 の参加申立に対する)乙 82～ 84提出

②  今後の予定

2012年 1月 21日 15時～ 16時 控訴人の残 りの予定書面

2013年 3月 11日 13時 10分～ 14時 10分 被控訴人の反論

〃  5月 16日 15時～ 16時 被控訴人の反論、控訴人の立証準備

進行協議の状況は以上
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か、水をどう使うかが分かる資料の提出ができれば良い》等と、国からの示唆があつたと考えられます。

県の思惑lオ

1.

2.

3.

4.

5

6.

県南地域 2市 4町の水道の地下水依存率を下げる計画案をつくり

パブコメを実施 し

関係市長の意見を聞く

パブコメと関係市長からの意見聴取の結果をまとめて公共事業評価監視委員会の意見を聞く

県庁内部で地下水に代わる水源を思川開発に求めるか否かを検討して、利水計画をまとめる

その利用計画を国に提出する(こ こまでを今年度中におこなう?)

「検討の場で求められたのは水道事業認可そのものではなく、それに相当するものであるから、この

計画を国に提出する」ということのようです。

しか し私たち lきこう考 えます

1.  県南地域 2市 3町の地下水依存率を下げるとい う計画は具体性がない。思川開発事業の開発水

を供給するためには取水 。導水 。浄水 。配水施設を建設 しなければならないが、おそらく 100か ら

200億 円以上の費用がかかると考えられ、実施の可能性はない。

2.  地下水利用のうちで、水道水の割合はわずか数%に過ぎず、大部分は農業用水としての揚水で

ある。わずかな量の水道用水だけを減 らしても、地盤沈下への影響は意味がない。

3.  そもそも98年以降地盤沈下は全く沈静化 しているため、水道の地下水依存率を下げる必要は

ない。

4.  地下水は安価で良質な水道水源である。表流水でも水源汚染の危険性はあり、さらに浄水場で

塩素をくり返 し使 うことであらたな有害物質が生成されるリスクが大きい。地下水を汚さないよう

大切に使つていくのが賢明である。

5, そもとも南摩ダムに :き水が貯きらないので、南摩 ダムを水道用水の供給源 こするこ

こ iオ不可能です。

南摩ダムは水の貯まらないダムなのです。大谷り||か らの取水が無くなった時点でこの思川開発事

業は破綻しました。水問題専門家の嶋津暉之氏が国交省の公開されている流量データを用いて 19

84年～ 1989年 までの 6年間にわたリダム運用のシミュレーションを行つた結果、ダムの貯水

率が 5%を下回る日数が4割もあると判 りました。南摩ダムをまともに運用すれば貯水量が底をつ

くような事態が頻繁に訪れることを国交省 自身の計算結果も示 しています。最新年を2002年 と

する日本河川協会の 「流量年表Jのデータを用いて計算した結果でも、 84年～ 88年の 5年間と

93年～ 98年の 6年間は毎年連続 して貯水量がゼロとなっており、計画通 りの運用が成 り立って

いないことが判 ります。そのほかに90年、 99年、01年もゼロ又はゼロに近づく期間があるの

で、 19年間のうち延べ 14年は貯水が底をつき、貯水量がゼロ又はほぼゼロの状態が訪れている

ことになります。貯水率が 5%未満の日数は 19年間に延べ 1567日 で、実に4年 3ヶ 月にも及

びます。貯水量がゼロに近づく日数が 3割を超えると言 うことは、この計画が水収支の面で到底成

り立たないことを意味しています。南摩ダムを水道用水の供給源 とすることは不可能でしょう。

水収支の成 り立たないダムをあてにして良質な地下水源を放棄することのないよう、

パブコメに対 してしつか り意見を出していきましょう。 (文責 :葛谷理子)

南摩ダムの水収支に関する資料は2001年 9月 に発行された「脱公約にイエロー

カー ド|!シ ンポジウム 《知事は公約を守れ》」や栃木県知事に対する住民訴訟の

準備書面 24・ 最終準備書面その2(2010年 9月 30日 )27頁を参照してください。
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科 目 金  額 (円 ) 備 考

会費

現金

振込み

カンパ

参加費

前年 より繰 り越 し

39, 000
105, 000

1, 000
2, 550

368, 941

12件
28件

南摩ダム観察会参加費

現金と振込口座の合計
ハ
口 計 516,491

ムダなダムをス トップ させる栃木の会

2011年 度会計報告

(2011年 4月 1日 ～ 2012年 3月 31日 )

【収入の部】

【支出の部】

目科 金  額(円 ) 考備

旅費

裁判関係

事務用品費

F口届」:彗

通信費

振込手数料

負担金

観察会経費

会場使用料

264, 520
828

1, 100
20, 210
2, 800

0

1, 268
0

高裁・弁護士他延べ 27名
紙代、封筒、宛名ラベル他

F晰J原紙

事務局だより3回、アンケー ト送料他

会費振込他

観察会食材費等の負担分

△
計 290, 726

収入合計      516, 491円
支出合計      290,726円
収支差額       225, 765円

次年度へ繰 り越 し    225,765円
(内 現金 :51,491円 、振込 口座 :174,274円 )

以上の通 り会計報告 します

ムダなダムをス トップさせ る栃木の会 代表 高橋信正

〃          会計 葛谷理子

2011年 度会計監査報告

所定の書類の提出を求め、収支計算につき監査 した結果、帳簿、証拠書類、預金通帳等すべて

適正に処理 されていると認 めます。

ズ  ｀フ

´

兆 μ
2012年 ∠角中



/1ノ場ダム庄民訴該lθ周年幸展告集会

″2どιτ夕翻 ッ′塀物 ′

～どうなるノ′

時:12月 9日 (日)13:15～ 16:30
所 :全水道会館

演 :(1)《ムダな公共事業を止められるか ?》

講師 :五十嵐敬喜さん(法政大学教授)

(2)《利根川 。江戸川有識者会議の欺騎》

講師 :関良基さん (拓殖大学准教授)

告 :各都県からの報告

～詳細は同封の手うシをご覧ください～

日

場

講

ヤ7チシ嫉 τヤ7チンを麗

"し
ダι庁

τ ″ ″Z7

今回 α θ〃′を迎える′然観察会に″″ 客の参カロ者があ クまιた。

〃シEのヤマナシは、今春″働 蜜 さんの′クヽ″を″ゲていたので期待 ιていたのでケが、

どうι/― ことんヽ樹勢がなく、深兵「うわ力″わ たのが残治でιた。

でう、実生から芦ててθ ttβの機姥砒″ 多″ うゞってきてくた
い
さク、θ,本だ″ιました。

今グの観察会で/ま、

このオ木D成長ぶ
｀
クを観察ナうという架,ιみ″ゞ一つ磐髪ました。

足尾 c嬉ス任夕だ参力日ιa)うぇ
`ι

/―プの方や菱議院議資の不さん うだアゲつゲて下さいまιた。

影 ″うン夢まれ、ど夕の豚″のナーどンうあつて楽ιいノβでιた。

∠夕なダムをズハップ 整 柘 栃本の会の総会力幌力れ、多 筋 護 ′́免死動箱さんの

“

承認さ

れ れ れ 働 薙 %の θtta発 錯         を表 しま尭

新 レクサ            の務を力:承認されま″ 。

義 雛 診 該

―

彫 求 】こ変更 |こな りました。叛遂の″座ざg″ごれまでと同じで尭

の沈鯛レ′
;ムダなダムをストップさせる栃木の会

 ヽ 事務局 :鹿沼市貝島町472-7
,   丁EL:0289-63-1571
く

(   FA× :0289-63-1571

1  年会費 :3,○○○円

を  郵便振替□座 :○0140-1-500609
,、′、ハ́ 、/へ▽́ヽ/べ▽́́ ´ /́ヽン`́ ′、Ar▽へ

^/v、
′/′ンチンプ′ v́へ′ヘハ^

事務局雰炉り沈紹うど

2011年 度の総会が 2012年 9月 27日 に開かれ

ました。会計報告を事務局だよりの 5ページに掲載 しまし

た。

同封の振込用紙で2012年 度 (2012年 4月 1日 ～

2013年 3月 31日 )の年会費を納入 して下さるようお

願い致します。なお、カンパも歓迎します。




